
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南一の風 笑顔！挑戦！感謝！ 
第 1１（30）号 Ｒ元.12.４(水) 

発行責任者 

校長 平山 浩治 

皆さんのご理解とご支援が追い風に 

ホームページ(ＨＰ) 検索トップに 

【１２月行事】 

6 日(金)授業参観  7 日(土)小学生駅伝大会 

9 日(月)芸術体験 （教育相談週間~13 日） 

10 日(火)持久走大会(今年から、児童の安全確保の
ため学校周辺のコースに変更して実施) 

(予備日は 11 日) 

22 日(日)門松つくり(6 年生と保護者・親父の会) 

24 日(火)冬休み前集会 

前回の学校便り（１１月８日発行）で、「只今、ホーム

ページのリニューアルオープンのための準備を進めてい

ます。できるだけタイムリーに学校の様子をお伝えした

いと思っています。今しばらくお待ち下さい。」というお

知らせをしていましたが、１１月１１日にリニューアル、

その後の再リニューアルで、現在のＨＰが稼働していま

す。「南関第一小学校ＨＰ」で検索すると、１１月２９日

までは、検索画面のトップには「南関第一小学校（熊本

県玉名郡南関町）学校教育情報ガッコム」が表示されて

いました。ところが、１１月３０日に検索してみると、

トップ (一番上)に「トップページー南関町立南関第一小

学校熊本・・」が表示されていました。ご存知の通り、

検索をかけると、検索画面はアクセス数が多い順に表示

されます。つまり、本校のＨＰを見ていただく方が増え

たことで、トップになったということになります。ちな

みに、これを書いている時点（３０日の２０時１７分）

でのカウントは２３３５９です。現在更新している内容

は、給食と学校生活の２つです。発信する側の私たち（現

在は、私と教頭先生で発信）も無理することなく、継続

して情報をお届けすることができるように、タイムリー

な情報のみを掲載しています。ご了承下さい。また、学

校便りをお届けすることが、ここ２ヶ月は、一月に１回

のペースとなっていますが、ＨＰによる発信にてお許し

ください。 

早いもので、令和元年も師走となりました。インフルエンザも流行の兆しをみせています。ご自愛下さい。 

 何か調べたいことがある時、手元にあるスマホや
パソコンで、ヤフーやグーグルなどの検索エンジン
にキーワードを入力するだけで、数秒で情報を得る
ことができます。とても便利です。検索画面には、
キーワードでヒットした多くの内容が出てきます。
どの情報が信用できるのか、迷うこともあり、まず
は、トップにある内容を見ることにしていました
が、ある人権教育講演会で「検索画面のトップにあ
るから、信用度が高いということではない。間違っ
た情報や、人をおとしめるような差別的な情報も流
されていることがある。」という話を聞きました。
検索画面は、閲覧者数の多い順に表示されるそうで
す。つまり、閲覧者が多い＝関心が高いというだけ
であって、信頼度が高いということではないので
す。 

6 月の校内人権集会で子どもたちに、「思い込みや
噂で判断せず、本当かなという思いで、自分の目と
心と頭で判断してほしい。」ということを話しまし
たが、11 月の人権集会でも繰り返し話をしたところ
です。ネット検索も同じです。情報を得るために便
利なネット検索ですが、情報を鵜呑みにせず、正し
い情報かどうかをしっかり判断していきたいもの
です。学校のＨＰは信用して下さい。 

３名の代表が堂々と発表 

検索トップでも信頼できるの？ 

11 月 30 日(土)三加和公民館で開催された「『地域

と学校の連携・協働』実践交流会」において、南関

町の子どもたち（本校からは 5 年生の坂本あんなさ

ん、正川あさみさん、池田まりんさん）が、多くの

観客の前で、米作りとかかしコンクール実行委員の

経験を通して学んだことを発表してくれました。 

ＲＫＫテレビアナウンサー木村和也さんもコメン

テーターとして登壇されました。木村さんの質問に

子どもたちは笑顔で答えていました。 

す て き な 光 景 

３日（火）の３４年生の持久走の試走の時です。女の

子が、運動場でしゃがみこみ、足をさすっていました。

その時です。既にゴールをしていた男の子２人が、その

様子に気づき、一緒に最後まで伴走してくれたのです。

しかも、自分たちのペースではなく、その女の子のペー

スに合わせ、励ましの声をかけながら、時には背中に手

をそえながら、走ってくれたのです。感動しました。３

年生で取り組んでいる「なかまづくり」の成果、すてき

な光景を見ることができました。 

ワッキー サプライズ登場！ 

テレビでおなじみのワッキーさ
んが、日本レクレーション協会
が推奨している「スポーツテン
カ」というニュースポーツ普及
のために来校されました。町内
４つの小学校を回られます。 


